
 

 

＜参 考＞ 

バングラデシュ人民共和国の電力事情 

 

１．バングラデシュ人民共和国の電力事業形態 

バングラデシュ人民共和国の電力セクターは、かつてバングラデシュ電力開発庁

（Bangladesh Power Development Board:BPDB）が発電から配電まで一貫して開発、

および運用を実施してきたが、1996 年以降、発送配電部門の分社化・公社化を進

めてきている。 

 

２．バングラデシュ人民共和国の発電設備 

バングラデシュ人民共和国の発電設備は、

2007年４月時点で約500万ｋWであり、構成

はカルナフリ（Karnafuli）水力発電所（23

万ｋW）以外は全て火力発電所である。なお、

エネルギー別の発電量の割合は、８割以上を

自国産天然ガス火力に依存している。 

 

３．バングラデシュ人民共和国の位置 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

既設発電設備の構成 

(BPDBホームページより) 




